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まちの話題

県
操
法
大
会
で
健
闘
！

大
山
町
消
防
団
大
山
第
一
分
団

大
き
く
育
て
！
人
権
の
花
運
動

　

鳥
取
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
７
月

７
日
に
、
鳥
取
県
消
防
学
校
（
米
子
市
流

通
町
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
の
各
地

区
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
12
チ
ー
ム
の
精
鋭

が
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
山
第
一
分
団
は
、
こ
の
大
会
で
の
上

位
入
賞
を
目
標
に
４
月
か
ら
厳
し
い
練
習

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
大
山
町
内
の
す
べ
て
の
小
学

校
が
、
米
子
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
か
ら
の
指
定
を
受
け
て
、

「
人
権
の
花
運
動
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
人
権
の
花
運
動
」
は
、
昭
和
59
年
か

ら
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
が
全
国
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
啓
発
活

動
で
、
主
に
小
学
校
を
対
象
と
し
た
運
動

で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
協
力
し
て
花
の
世

話
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な
情
操
を

育
て
る
と
と
も
に
、
生
命
の
大
切
さ
を
学

▲贈呈式の様子（中山小学校）

び
、
思
い
や
り
の
心
を
育
て
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

　

贈
呈
式
に
は
法
務
局
米
子
支
局
の
職
員

や
、
町
内
の
人
権
擁
護
委
員
な
ど
が
列
席

し
、
花
の
苗
や
プ
ラ
ン
タ
ー
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。「
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
・
あ
ゆ
み
ち
ゃ

ん
」
も
登
場
し
、
贈
呈
式
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

各
校
で
は
、
季
節
ご
と
に
様
々
な
花
が

き
れ
い
に
咲
く
姿
を
見
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

日
光
東
照
宮
に

『
大
山
』の
油
彩
画
作
品
を
奉
納

　

谷
川
章
さ
ん
（
下
市
駅
前
）
が
、
栃

木
県
の
『
日
光
東
照
宮
』
に
大
山
の
油

彩
画
作
品
を
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
光
東
照
宮
で
は
世
界
遺
産
登
録
20

周
年
と
令
和
時
代
の
幕
開
け
の
節
目
を

記
念
し
た
展
覧
会
『
黎
明
』（
７
／
21
～

７
／
25
）
を
開
催
。
元
高
校
美
術
科
教

師
で
画
家
の
谷
川
さ
ん
へ
、
出
品
と
合

わ
せ
て
『
大
山
』
を
奉
納
の
依
頼
が
届

き
ま
し
た
。

　

作
品
奉
納
に
あ
た
っ
て
、
谷
川
さ
ん

は
「
今
ま
で
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ま
に
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
微
力
で
す
が
大
山
の
魅
力
を
国

内
外
の
方
々
へ
お
伝
え
で
き
れ
ば
幸
い

で
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

▲

作
品
名
『
霊
峰
大
山
の
雪
ど
け
』（
大
山
町
宮
内
よ
り
）

　

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
大
山
第
一
分

団
で
し
た
が
、
惜
し
く
も
７
位
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。
悔
し
い
結
果
と
は
な

り
ま
し
た
が
、
各
団
員
の
ご
家
族
を
は
じ

め
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
支
え
を
励
み
に
大

会
に
挑
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

応
援
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

▲

標
的
に
向
け
て
放
水
！


